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シンポジウム・講演会等の名称 

（ 邦 文 ） 

第 9回「次世代 e-learning」公開フォーラム 

（ 英 文 ） The 9-th Forum on Next Generation e-learning 

開 催 日  2018年 1月 30日（ 火 ）  ～   月   日（  ） 

開 催 場 所 早稲田大学 早稲田キャンパス 7号館 307教室 

主催 早稲田大学理工学研究所特別研究「次世代 e-learning に関する研究」 

共催／協賛 デジタルキャンパスコンソーシアム(DCC) 

(シンポジウム・講演会内容） 

※行事開催報告記事として理工総研ホームページに掲載しますので，概要を 500字程度で記入ください．当日の開催状況がわか

る写真 2～3点を別途 JPEGファイルにて提出願います． 

 

 本シンポジウムは下記の二部よりなる． 

[第Ⅰ部：テクニカルセッション] 

 理工学研究所 特別研究「次世代 e-learningに関する研究」の今年度前半の研究成果を発表した．「グ

ループ分け反転授業の実授業への適用について」，「英語学習者の発話自動採点システムの開発」，「ト

ポロジカルデータアナリシスによる状態推定と教育データ解析」，「初等教育におけるプログラミング

教育の現状」など e-learningに関係する多様なトピックについての発表が行われ，活発な議論が行われ

た． 

[第 II部：招待講演] 

 招待講演は DCCの月例会を兼ねており，森田裕介先生（早稲田大学 大学総合研究センター副所長 人

間科学学術院准教授）より，MOOC に関する動向と高等教育へのインパクトについての講演があり，その

後，森本康彦先生（東京学芸大学 情報処理センター教授）より，eポートフォリオに関する最新動向に

ついての講演があった． 

 

 写真：貼付別紙に掲載 

参加者数 総 数：   45名  （ 学 内： 13名  学 外：  32名） 
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以上のとおり報告いたします． 


